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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　土壌の水分を示すｐＦ値が２．８以上に乾燥した低水分領域における土壌の水分を測定
する方法であって、
　下端にポーラスカップが取り付けられている透明の管体内に水を満たして上端に蓋を取
り付け、ポーラスカップを土壌中に差し込み、ポーラスカップから管体内に入る空気量を
前記管体の側面に付した目盛りで読み取ることにより土壌水分を測定することを特徴とす
る低水分領域における土壌水分測定方法。
【請求項２】
　土壌の水分を示すｐＦ値が２．８以上に乾燥した低水分土壌の水分を測定する装置であ
って、
　上端には蓋が着脱自在に取り付けられ、下端にはポーラスカップが取り付けられている
透明の管体の外周に、上端から下方に亘って土壌の含水程度を示す目盛りが付されており
、前記ポーラスカップを土壌に差し込み前記管体上部に進入した空気の量を前記目盛りで
読み取り土壌水分を測定することを特徴とする低水分土壌用の土壌水分測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、土壌の乾燥程度を測定する測定装置に関し、特に、低水分領域における土壌
水分を測定することのできる土壌水分測定装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　田畑や果樹園等において土壌の乾燥程度を知ることは、適切な灌水を行う上で非常に重
要であり、土壌水分を測定する方法・装置には多種多様なものがある。
【０００３】
　土壌の水分状態を測定する方法・装置には、体積含水率や含水比などの水分量を測定す
るものと、土壌水分の圧力水頭（ｐＦ値）を測定するものとに大別される。前者を測定す
るものには、ＴＤＲ水分計、誘電率水分計、ヒートプローブ式水分計、採土法などがあり
、後者を測定するものには、テンシオメーターがある。
【０００４】
　ＴＤＲ水分計、誘電率水分計、ヒートプローブ式水分計、採土法などは、テンシオメー
ターでは測定できない低水分領域まで測定できる。しかし、これらの測定器によって測定
される体積含水率や含水比は土壌の乾湿程度を示す指標とはなるが、植物の水ストレスの
指標には適さない。体積含水率が同じでも、土壌の種類や耕起の有無によって植物が土中
の水を吸い上げるのに必要な力が異なるためである。一方、テンシオメーターは、水を入
れた管体下端に設けられたポーラスカップを土壌中に埋設し、このポーラスカップを水で
満たして土壌水と水理的に連続させ、水がポーラスカップから土壌中に浸透することによ
って生じる負圧を真空計で読みとることにより、土壌の乾湿程度を測定している（特許文
献１）。このテンシオメーターにより測定されるｐＦ値は植物が土中の水を吸い上げるの
に必要な力を表すものであり、植物が受けている水ストレスや灌水の必要性を把握するに
は優れた指標となっている。しかし、テンシオメーターは圧力を測定するために真空計を
使用するため、高価になる欠点がある。そこで、下端にポーラスカップを取り付けた透明
の管体内に、上部に空気を残して水を入れ、この空気の圧力を空気の層の厚みにより読み
取ることによって、真空計を用いないで土壌の乾燥程度を計測できるようにしたテンシオ
メーターが考えられている（特許文献２）。しかし、土壌がｐＦ２.８以上に乾燥すると
、空気が管体内に入り、内部の負圧が低下して正確に測定できない。
【０００５】
【特許文献１】実願昭６３－１１７４０５号（実開平２－３９１５８号）のマイクロフイ
ルム
【特許文献２】実願昭５１－６３４７３号（実開昭５２－１５４２９４号）のマイクロフ
イルム
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記特許文献１及び２に示すようなテンシオメーターは、ｐＦ３.０よりも乾燥した土
壌では原理的に測定できず、実用上はｐＦ２.８程度までしか測定できない。乾燥に強い
植物ではｐＦ２.８以上でも問題なく生育できるため、低水分領域の土壌の乾燥程度を測
定できる土壌水分測定装置が要望されていた。さらに、土壌水分は１つの圃場でも場所に
よって異なるため、数地点で測定する必要があり、安価な土壌水分測定装置の開発が望ま
れていた。
【０００７】
　本発明は前記課題を解決するものであり、ｐＦ２.８以上の低水分領域における土壌の
乾燥程度を測定することのできる安価な土壌水分測定装置を提供することを目的とするも
のである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者は、土壌水分を測定する方法を研究する課程においてｐＦ２.８以上に乾燥し
た土壌においてはポーラスカップから水が染み出すとともに管体内に空気が入り、管体内
に入る空気の量は乾燥した土壌ほど多くの空気が入り込むことを知得した。そして、実験
等によりこの管体内に入る空気の量を測定することにより乾燥土壌の土壌水分の程度を計
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測できることがわかった。
【０００９】
　本発明における低水分領域における土壌水分測定方法は、上記知得に基づくものであり
、土壌の水分を示すｐＦ値が２．８以上に乾燥した低水分領域における土壌の水分を測定
する方法であって、下端にポーラスカップが取り付けられている透明の管体内に水を満た
して上端に蓋を取り付け、ポーラスカップを土壌中に差し込み、ポーラスカップから管体
内に入る空気量を前記管体の側面に付した目盛りで読み取ることにより土壌水分を測定す
ることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明における低水分土壌用の土壌水分測定装置は、土壌の水分を示すｐＦ値が
２．８以上に乾燥した低水分土壌の水分を測定する装置であって、上端には蓋が着脱自在
に取り付けられ、下端にはポーラスカップが取り付けられている透明の管体の外周に、上
端から下方に亘って土壌の含水程度を示す目盛りが付されており、前記ポーラスカップを
土壌に差し込み前記管体上部に進入した空気の量を前記目盛りで読み取り土壌水分を測定
することを特徴とする。
【００１１】
　本発明における低水分領域における土壌水分測定方法及び測定装置は、従来のテンシオ
メーターでは計測できなかった、ｐＦ２.８よりも乾燥した土壌の水分を測定することが
できる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明における低水分領域における土壌水分測定方法及び測定装置は、乾燥した土壌の
土壌水分の程度を測定することができ、乾燥に強い植物の灌水指標として植物の栽培に活
用できる。また、本発明の土壌水分測定装置は、塩ビ管、ガラス管等で形成された透明の
管体、ポーラスカップ、ゴム栓で構成されており、その構成部品が少なく安価に造ること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図１は本発明を実施する形態である土壌水分測定装置を示し、１は塩ビ管、ガラス管等
で形成された透明の管体であり、管体１の上端から下方に亘りその側面には、土壌水分の
程度を示す目盛り２が付してある。管体１の下端には、素焼きで形成されたポーラスカッ
プ３が取り付けられている。管体１の上端には蓋体であるゴム栓４が着脱自在に取り付け
られる。
【００１４】
　本発明の土壌水分測定装置の使用方法について説明する。
　管体１内に水を上端まで入れ、ゴム栓４で上端を塞ぎ、ポーラスカップ３を土壌中に差
し込む。土壌のｐＦ値が２.８以上となると、管体１内部の水がポーラスカップ３から土
壌中に染み出るとともに管体１内に空気が入り込む。管体１内に入り込んだ空気は管体１
の上端に移動し、時間が経過するにつれ空気が溜まってくる。この上端に溜まった空気の
厚さ（量）を管体１に付された目盛り２によって読み取ることにより、土壌水分の程度を
計測することができる。
【００１５】
　毎日、空気の厚さを測定した後に、減少分の水を補充する場合には、測定日の土壌水分
の程度が測定される。一方、水を補充しない場合には、毎日の空気流入分が積算される。
例えば、毎日水を補充する場合に、１０ｃｍの空気の流入が毎日あるとする。水を補充し
ない場合には、空気の厚さは１日目が１０ｃｍ、２日目が２０ｃｍ、３日目が３０ｃｍと
なり、空気の量は乾燥程度に応じて積算される。なお、灌水や降雨によって土壌が湿潤状
態になると、空気の厚さはほぼ０近傍に戻る。
【００１６】
　本発明の土壌水分測定装置は従来使われているテンシオメーターと併用し、補完しなが
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ら使うと一層有用である。また、本発明の原理は従来使われているテンシオメーターに適
用することができる。すなわち、テンシオメーターの上端に目盛りを付するとともに、ポ
ーラスカップから入る空気を確実に上端に溜まるようにすれば、この溜まった空気量によ
り乾燥した土壌の土壌水分の程度を知ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の低水分土壌用の土壌水分測定装置の実施の形態を示す側面図。
【符号の説明】
【００１８】
１　管体、２　目盛り、３　ポーラスカップ、４　ゴム栓。

【図１】
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